
令和３年度事業報告書 

令和３年 4 月 1 日から令和４年 3 月 31 日まで 

 

特定非営利活動法人 紫波さぷり 

1 事業の成果 

法人の目的に基づき、年間を通じた活動展開を行うことができました。 

放課後等デイサービスは３つの事業所にて運営活動を行いました。小学生は、

利用希望が定員超えのため、複数事業所の併用利用をお願いしている状況が

あります。中高生は、新規利用の数よりも、卒業学年の人数が、ここ数年か

なり多かったこともあり、全体的な利用人数は激減しています。 

生活介護は、継続して紫波郡内の重い障害のある成人の方への活動提供と、

医療的ケアが必要な 18 才以下の方への活動提供も併せて行いました。医療的

ケアが必要な方への対応を放課後等デイの利用とも合わせて一緒にサービス

支援を行っています。 

グループホーム Marry も利用される方の個々の様子に合わせて対応を重ねて

いくことが出来ました。相談支援事業は、継続して学齢児の計画作成や 18

歳以上の方への計画相談も、他事業所とも連携をとりながら対応を行いまし

た。 

日詰地区で展開している、みちくさ学童クラブも年間を通して開所をし、地

域の子どもの居場所をつくることができました。そのほか継続して、ペアレ

ントトレーニング研修は個別の対応から、市町村や県単位での研修にも対応

し事業の啓蒙に努めました。 

重い障がいがあり通所が困難なお子さんへの居宅訪問型児童発達支援の事業

所を立ち上げましたが、コロナ禍、ケアが必須のお子さん宅への訪問事業は

大変難しい状況があった事、また利用対象となり得るお子さんが地域の事業

所へ通所が可能となっている事などを受けて、コロナ収束まで一旦事業所は

休止することとしました。 

今後も、新型コロナウイルス感染予防対策等については、紫波町や県の指示

や助言も受けながら、必要な物品の整理や確保を継続して行います。法人全

体の活動は、利用される方と密接な距離での支援が多く必要となるため、職

員間の感染症対策の確認や清潔の徹底、認識の共有も継続して心がけました。 

 

 

 

 

 



２ 事業の実施に関する事項 

 

(1) 特定非営利活動に係る事業                （R2 年度） 

定款の事業名 事業内容 実施日時 
実施  

場所 

従事者

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額 

(千円) 

①地域支援事業 
ﾚｽﾊﾟｲﾄｻｰﾋﾞｽ・ 

通学支援ｻｰﾋﾞｽ 
随時 紫波町 8 人 

利用者 

延 465 人 
（613 人） 

1,260 

②地域生活支援

事業 

放課後等デイサービス 

月～金 

下校～18 時 

土日祝 

9～17 時 

紫波町 15 人 
利用者 

延 5,804 人 
（6,717 人） 

61,868 

居宅訪問型児童発達支援 
7 月から

水・木曜日 
紫波町 0 人 0 人 0 

日中一時支援 8 時～19 時 紫波町 15 人 
利用者 

延 1,458 人 
（1,747 人） 

4,297 

③特定    

相談支援事業 
計画相談支援事業 随時 

紫波町 

その他 
1 人 

利用者 

３月末 16 人 
1,324 

④障害児   

相談支援事業 
障害児相談支援 随時 

紫波町 

その他 
1 人 

利用者 

３月末 52 人 

⑤障害福祉  

サービス事業 

生活介護事業 
毎月日数よ

りﾏｲﾅｽ８日 
紫波町 8 人 

利用者 

延べ 775 人 
12,817 

短期入所 月曜～金曜 紫波町 4 人 
利用者 

延べ 100 人 
10,366 

グループホーム 月曜～金曜 紫波町 5 人 
利用者 

3 月末 4 人 

⑥その他の事業 

放課後児童健全育成事業 月曜～土曜 紫波町 5 人 
小学生 

3 月末 20 人 
6,134 

親の会支援事業 随時 紫波町 3 人 4 団体 0 

ペアトレ研修事業 随時 紫波町 5 人 
一般 

52 人 
319 

カフェ事業 随時 
 紫波

町 
1 人 一般 997 

 


